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事業事前評価表 
 

１．対象事業名 
ベトナム社会主義共和国：紅河橋建設事業（Ⅲ） 
（貸付契約調印日：2004年 3月 31日、承諾金額：2,415百万円、 
借入人：ベトナム社会主義共和国政府） 
２．本行が支援することの必要性・妥当性 
ハノイ市内の道路は、基本的に仏植民地時代（54 年以前）に整備されたまま
の状態であり、道路網の未整備、道路の幅員不足、舗装不良等の問題が経済成
長のボトルネックとなっている。ドイモイ政策採択後の経済発展に伴い、ハノ
イ市においては、97年には自動二輪車の保有台数は 512千台（前年比約 12%の
増加）、自動車の保有台数も 72千台（前年比約 15%の増加）と、毎年 10%以上
の比率で急増しており、自転車等との混合交通も相俟って、市内の交通渋滞が
深刻化している。 
 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 
実質 GDP成長率 5.8％ 4.8％ 6.8％ 6.9％ 7.0％ 

（ベトナム政府発表） 
ハノイ市を 2分する紅河にはタンロン橋及びチュオンズオン橋の 2橋のみしか
なく､国道 1 号線及び国道 5 号線を通じて南部方面及びハイフォン市等の北部方
面からハノイ市内へ流入する交通量の増加により交通渋滞が深刻化している。更
に、ハノイ市を中心に放射幹線道路は 7路線あるものの、外環道路がない為、通
過交通を含め交通が市の中心部に集中することとなり、市内の交通事情を悪化さ
せている。ハノイ市における上記道路交通のボトルネックを解消するためには、
紅河への新橋架橋と環状道路の整備が急務の課題となっている。 
また、本行の海外経済協力業務実施方針においても、持続的な経済成長を達成
するために運輸等の経済インフラ整備が重点支援分野に位置付けられており、本
事業を支援する意義は大きい。    
３．事業の目的等 
本事業は、ハノイ市の道路交通網整備にとって喫緊の課題である第 3環状バイ
パス道路（紅河橋、新ドュオン橋、ファップバン高架橋を含む）を建設し、ハノ
イ市内及びベトナム北部地域における物流の効率化及び交通渋滞解消を図るこ
とを目的とする。 
４．事業の内容 
（1）対象地域名   
ベトナム社会主義共和国ハノイ市及びベトナム北部地域 
（2）事業概要 
ハノイ市を流れる紅河に新橋（同市タインチ地区とザーラム地区を結ぶ橋梁）
を建設するとともに、国道 1 号線と国道 5 号線を結ぶバイパス道路を建設する
もの。本橋およびバイパス道路は、ハノイの外環道路として計画されている環
状 3号線の一部を構成する。 
今次借款では、環状道路及び本区間の機能を十分発揮させることを目的とし
て、本区間とそれぞれ環状道路の南西区間、北区間との接続区間となるファッ
プバン高架橋の建設及び新ドュオン橋の拡張が新たに対象となっている。 



 

 2 

①橋梁建設（紅河橋）：長さ 3.1km、4車線 
②環状道路 3号線ザーラム区間：長さ 3.5km、4車線 

           →国道 5号線との交差点から新橋までの区間 
③環状道路 3号線タインチ区間：長さ 6.2km、4車線 

           →国道 1号線との交差点から新橋までの区間 
④ファップバン高架橋区間：長さ 1.1km(高架橋部分は 946m)、4車線 
⑤新ドュオン橋区間：長さ 3.7km(橋梁部分は 946m)、4車線（2車線からの
拡幅） 

（3）総事業費 
50,230百万円 
うち円借款対象額 第Ⅰ期借款 10,000百万円（L/A調印 2000年 3月） 

第Ⅱ期借款 14,863百万円（L/A調印 2002年 3月） 
第Ⅲ期借款（今回）2,415百万円 

（4）スケジュール 
2001年 1月～2008年 12月（予定） 
（5）実施体制 
ベトナム運輸省（Ministry of Transport：MOT） 
（6）環境及び社会面の配慮 
（a）環境配慮 

①カテゴリー分類 
本事業は、「円借款における環境配慮のための JBIC ガイドライン」（99

年 10月制定）に掲げる大規模な新規道路・橋梁建設事業に該当するため、
A 種に該当する。（なお、「環境社会配慮確認のための国際協力銀行ガイド
ライン」（2002年 4月制定）においても、大規模な道路セクターに該当し、
影響を及ぼしやすい特性（非自発的大規模住民移転）を伴うため、A 種に
該当する。） 
②環境許認可 
環境影響評価報告書（EIA）は作成済みであり、98年 7月にベトナム政

府により承認されている。 
③汚染対策 
緩衝帯の設置、植栽により、沿道の大気汚染及び騒音の緩和が図られる。 
④自然環境面 
事業用地は農地・水田であり、原生林、保護区等は近傍に存在しないた
め、特段の影響は予見されない。 
⑤社会環境面 
本事業では 1,295 戸の住民が用地取得等の影響を受け、そのうち 1,226
戸の住民移転が必要となる計画である。実施機関は、本事業のための住民
移転・補償アクションプランを作成しており、対象住民は金銭補償又は代
替地の提供を受ける。また、同プランには移転家屋調査、移転・補償内容
についての住民との交渉・協議、移転実施に至る手続き、実施体制及びス
ケジュールが定められており、更に本事業による移転先整備計画が含まれ
ている。移転先は各地区毎に、住民の要望を踏まえて選定されている。 
用地取得の補償内容について、工事が開始されている紅河橋部分に関し
て、住民の意向を汲み取りつつ決定済みである。また、住民移転について
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は 123世帯が移転済みであり、10ヵ所の移転先のうち 2ヵ所につきインフ
ラ整備が終了（87世帯が入居済み）、5ヵ所につきインフラ整備中である。 
今次借款から新たに対象に加えられたファップバン高架橋の建設及び新
ドュオン橋の拡幅に伴う補償内容については今後決定される予定である。
移転先整備については、ファップバン高架橋建設による移転先は今後住民
と協議しつつ決定されることとしており、また、新ドュオン橋の拡幅に伴
う移転先は既に候補地が選定済みであり、今後本借款資金を用いてインフ
ラが整備される予定である。 
⑥その他・モニタリング 
大気、水質、騒音、住民移転の状況について、モニタリングを実施する。 

（7）その他特記事項 
特になし。 
５．成果の目標 
（1）評価指標（運用・効果指標） 
 

目標値（2010年）（運用開始後 3年） 暦年 
紅河橋 ファップバン高架橋 新ドュオン橋 

年平均日交通量 
（台/日） 73,130 55,848 40,507 

（2003年 8,388） 
所要時間短縮(注) 
（10億ドン/年） 550.6 23.5 8.8 

    （注）金額換算。 
（2）内部収益率 
経済的内部収益率（EIRR）：14.1% 
(a)便益： 走行費用削減効果、走行時間節減効果 
(b)費用：建設費、運営維持管理費等 
(c)プロジェクトライフ：30年 

６．外部要因リスク 
（1）ベトナム国及び事業対象周辺地域の経済の停滞／悪化 
（2）自然災害(土木工事の進捗が雨量等に左右されやすい。) 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
既往の道路・橋梁建設に係る円借款案件においては、用地取得が発生する案件
については適切な社会配慮についてモニターが必要との教訓が得られている。本
事業の実施にあたっては、このような教訓を踏まえつつ、用地取得の進捗状況に
ついて十分把握できるよう、四半期毎に作成されるモニタリング・レポートによ
り実施機関から報告を受ける予定である。 
８．今後の評価計画 
（1）今後の評価に用いる指標 
（a）年平均日交通量（台／日） 
（b）所要時間の短縮（10億ドン／年） 

（2）今後の評価のタイミング 
事業終了後 

 


